
呉服小学校 3年生 『畑ではたらく人びとの仕事』 

授業実施例 

 

実施校：呉服小学校 3年 3 クラス 

授業実施日：2026年 2月 3日（火曜日） 9時 30分～ 2 クラス 

        2026年 2月 16日（ 火曜日） 14時～  1 クラス                         

単元：社会「畑ではたらく人びとの仕事」総合の学習の時間 「校区の野菜を学ぼう」 

目標：校区内の、畑で働いている人はどんな様子、どの様な野菜が、どのような場所で作られているのか，どんな道具と

作業があるのかを知ろう。 

講師：威脇忠義氏（池田市神田町）  実施場所：講師の作業する畑（池田市神田町）で見学と講習 

【授業のようす】 

  

 

流れ 内容 

あいさつ 自己紹介 

畑と周辺の環境の紹介。隣接の川には魚やカメなどのたくさんのいきものが住んで

います・ 

畑で育てている野

菜 

・ 畑には、ナス、などたくさんの種類の野菜（今は 20 種類、年間で約 150 種類）が

育てられていて、それぞれの特徴や育て方などのお話を聞きました。 

・ 多品種で小ロット 

・ 傷にならないように、虫に注意してお世話をしています。 

傷になると商品として売ることが難しいい。 

・ 気温や雨など天候に注意しています。 

・ 地球温暖化が進むと、育てる野菜や果物の種類が変わるかもしれない？ 

バナナや熱帯でしか取れない果物が池田でも育てることができるかもしれな

い？ 

野菜を育てる生活

について 

・ 以前は会社員であったため、作物の事は、全く知らなかった為、各スペシャリスト

に教わり勉強しました。 

・ 夏場の水やりは 毎日 5 時間。農作業は 1 人でやっている為孤独。休みの日

は、雨が降ったら休み。朝の 4 時から明るければ夜まで畑仕事。会社員の時の

ように決まった時間がない為、働く時間は長いです 

質問タイム・終了 ・ トラクターはいくら？ →￥120万 

・ 肥料は何を使っている？ → もみがら、牛糞など 出来るだけオーガニックに

こだわっている 

・ 害虫被害は？ → カラス、アライグマ  鹿やサルはいない為、被害は他より

は少ない 

・ どのくらいで出来る？ → 小松菜であれば、種をまいて 5週間程度 

・ 畑の端に積んであるものは何？ →焼却出来ない為野菜くずをまとめて置いて

いる。そこから自然に生えるものもある 

・ 売れている物 → 枝豆 

・ 今からは？ → ほうれん草 

質問タイム・終了 ・ 子供たちから多数の質問がありました。 



    

【授業のようす】 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

以上 


